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「
延
慶
本
」
に
お
け
る
天
変
地
異

と
歴
史
的
事
件

と

の
連
関
性

辻
風
と
大
地
震
を

め
ぐ

っ
て

久

松

宏

二

は
じ
め
に

 

『
平
家
物
語
』

に
お
け
る
霊
験
課

・
前
兆
が
、
そ

の
物
語
世
界

の
素
材

と
な

る
歴
史
的
諸
事
件
を
因
果
関
係

と
し
て
説
明
し
、
有
機
的
な
連
関

を
作
り
出

し

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(1
)

て

い
る
こ
と
は
生
形
貴
重

氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
氏
は

そ

の
中

で

「
物
語

の
重
要
な
事
件
が

一
応
終
結

し
、
あ

ら
た
な
歴
史
的
展
開
が
予
想
さ
れ

る
重
要
な
箇

所
に
は
、
天
変
地
異
が
描

か
れ

る
」

と
し
治
承
三
年

の
清
盛

に
よ

る

ク
ー
デ

タ
ー
事
件

の
記
事

の
直
前

の
辻
風

と
地
震

の
記
事
を
そ
の

一
例
と
し

て
取
り
あ
げ

て
い
る
。

 
本
稿

は
こ
の
こ
と
を
前

提
と
し
た
上

で
、

こ
の
二

つ
の
天
変
地
異
が
そ

の
後

に
展
開
す
る
歴
史
的
事
件
と
、
ど

の
よ
う

に
連
関

し
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る

も

の
で
あ
る
。

そ
の
際
、
生
形
氏
が

「
諸
本
に
比
べ
冥
衆

へ
の
視
線
が
明
瞭
で

 
(2
)

あ

る
」
と
し
た

「
延
慶
本
」
を
テ
キ

ス
ト
と
し
て
諸
本
と

の
対
照
を
行

な
う
。

 

ま
た
、
天
変
地
異
の
解
釈

の
方
法
と
な
る
夢
告

や
ト
占
、
即

ち
陰
陽
道

の
中

で
重
要
な
人
物
と
さ
れ

る
安
倍
泰
親

に
つ
い
て
も

若
干
の
考
察
を
加
え
る
。

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(3
) 
 
 
 
 
 
 
(4
)

 
尚
、
諸
本

に
つ
い
て
は

「
増
補
系
」
と
し
て

「
延
慶
本
」
「
四
部
合
戦
状
本
」

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5
) 
 
 
 
 
 
 
(6
)

へ
似
下

「
四
部
本
し
と
す

る
)
「
長
門
本
』
「
源
平
盛
衰
記
」
(
以
下

「
盛
衰
記
」

と
す

る
)

す
る
。

を

、

「
語

り
系

」

と

し

て

 
 
(7
) 
 
 

(8
)

「
屋
代
本
」
「
覚

一
本
」
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用

 
 
 
 

 
 
 
〈
辻

風
荒

吹

事

〉

と

重
盛

説

話

 
ま
ず

〈
辻
風
荒
吹
事
〉
と

そ
の
後

に
展
開
す
る

一
連

の
重
盛
説
話
と

の
関
わ

り
を
考
察
す
る
。

そ
の
際

一
連

の
重
盛
説
話
は
諸
本
間
で
大
き
な
異
同
が

み
ら

れ

る
の
で
、
そ
れ
に

つ
い
て
も
重
盛

の
予
言
者
的
性
質
を
中
心
に
、
諸
本

の
章

段
配
列

に
留
意
し

つ
つ
検
討

を
加
え

る
。

 
尚
、

一
連

の
重
盛
説
話
と
は
、
表

1
に
記
し
た
よ
う

に
、
重
盛

の
死
去

を
予

兆
す

る

〈
辻
風
荒
吹
事
〉
か
ら

〈
小
松
殿
大
國

ニ
テ
善

ヲ
修

シ
給
事
〉

ま
で
と

す

る
。

 

〈
辻
風
荒
吹
事
〉

の
記
事
は

『
玉
葉
』

な
ど

に
よ
れ
ぽ
治
承
四
年

(
一
一
八

〇
)

四
月

二
十
九
日
が
史
実

で
あ
り

「
延
慶
本
」
「
長
門
本
」

「
盛
衰
記
」

「
屋

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(9
)

代
本
」
 
「
覚

一
本
」
は

こ
の
史

実
を
無
視

し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
次

に
起

こ
る
重
盛
死
去
と

い
う
事
件

の
前
兆
と
す
る
た

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(10
)

め
に
成

さ
れ
た
虚
構

で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

 

そ

の
内
容

は
、
京
中

に
辻
風
が
吹
き
、
塚
が
倒
れ
人
畜
が
死
ん
だ

こ
と

に
対
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表
1

〈
一
連
の
熊
野
詣
説
話
〉
諾
本
対
照
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 一延慶本第二本

四
部
本

巻第

三

長
門
本

巻第

六

辻
風荒

吹
事
ー
①

旋
風事

1①

小松

殿
死
給
事
1
②

重
盛
死
去
ー②

重盛

逝去

事
ー
②

小
松
殿
熊
野
詣
事1③ab

重盛

熊
野参

詣1

③
a医師問答1③b

小松

殿
熊
野
詣
由
來事-④

小松

殿
大
國
ニ
テ
善
ヲ修シ給事ー⑤

金
渡
1⑤

〈
備
考
〉

・

「闘
謬
録

」
は
欠
巻
。

 
 
 

 
・

「四
部
本
」

の
辻
風

の
記
事

は
巻

四
に
配
さ
れ
て

い
る
。

 
 
 

 

.
算
用
数

字
は
同

じ
内
容
を
示
す

盛
衰
記
 
巻
第
十

一

小
松
殿
夢
同
熊
野
詣
事

ー
④
③

a

旋
風
事
1
①

大
臣
所
螢

事
1
③

b
②

燈
櫨
大
臣
事
1
⑥

育
王
山
送
レ金
事
1
⑤

経
俊
入
二布
引
滝

一事
i
⑦

屋
代
本
 
巻
第
三

五
月
二
日

辻
風
事
ー
①

小
松
内
府
態
野
参
詣
事

1

③

a

同
内
府
病
悩
事
1
③
b

同
死
去
事
1
②

覚

一
本

巻
第
三

麗
1
①

醤
師
問
答

1
③

a
b
②

無
文
ー
園

燈
燈
之
沙
汰
1
⑥

金
渡
1
⑤

・
③

a
↓
重
盛
熊
野
詣
の
記
事

②
b
↓
重
盛
病
気
の
記
事

④
↓
熊
野
詣
の
理
由
と
夢
想
の
記
事

囚
↓
夢
想
の
記
事

一21一



し
て
、
神
祇
官
陰
陽
寮

が
共

に

 
 
百

日
ノ
内

二
大
扉

伯
衣
之
惟
異
天
子
大
臣
之
御
慎
也
就
中
重
禄
レ
大

臣

ノ

 
 
慎

ミ
別

ハ
天
子
大

ナ

ル
怖
齪
仏
法
王
法
共
滅

ヒ
兵
革
相
績
テ
飢
謹

疫
癌

ノ

 
 
兆

ス
所

ナ
リ

と
占
う
と

い
う
も

の
で
あ

り
、

こ
の
占

い
に
よ

っ
て
辻
風
が
重
盛
死
去

の
前
兆

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

つ
ま
り
、

こ
こ
で
生
形
氏

の
言
う
天
変

地
異
と
歴
史
的
事
件
と
の
関
連
が

つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

 
さ

て
、
占

い
の
記
述

に

つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
占

い
が
陰

陽
師

に
よ

っ
て

な
さ
れ
て

い
る
と
い
う

こ
と

か
ら
、
そ
こ
に
は
予
言
的
性
質
が
考
え
ら
れ
る
。

そ

し
て
次

の

〈
小
松
殿

死
給
事
〉

の
冒
頭
に
は

「
八
月

一
日
小
松
内
府
臣
重
盛

公
麗
給

ヌ
」
と
あ
り
、

こ
の
占

い
が
す
ぐ
に
的
中

し
た
と
し
て

い
る
。

 
諸
本
で
は

「
延
慶
本
」
と
同
様
に
重
盛
死
去

の
記
事
が
辻
風

の
記
事

の
次

に

あ

る
の
は

「
長
門
本
」
(
巻
第

六

・
重
盛
逝
去
事
)
 
「
盛
衰
記
」

(第
十

一
巻

・

大
臣
所
勢
事
)
で
、
そ
の
他

の
諸
本
は
表
1

の
通

り
離
れ

て
い
る
。

こ
の
こ
と

か
ら

「
延
慶
本
」

「長
門
本
」
「
盛
衰
記
」

の
辻
風

の
記
事
は
予
言
的
性
質
が
強

く
、
同
時

に
辻
風
と
重
盛

死
去
と

の
連
関
性
も
強
調
さ
れ

て
い
る
と
考

え
ら
れ

る
。
 

〈
小
松
殿
死
給
事
〉

に
は
、
重
盛
死
去

の
こ
と
と
重
盛
賞
讃

の
記
事
が

み
ら

れ
る
。
そ
し
て

こ
れ
と
同
様

な
の
が

「
長
門
本
」

の

〈
重

盛

逝

去

事

〉
で
あ

る
。
と

こ
ろ
が

「
長
門
本
」
は
、
前
章
段

の

〈
旋
風
事
〉
と

こ
の
章

段

だ

け

で
、
重
盛
関
係
説
話
が
終

わ

っ
て
お
り
、
他
諸
本
と
比
べ
て
も
大
き

な
異
同
を

生

じ
て
い
る
。

 

〈
小
松
殿
熊
野
詣
事

〉
は
重
盛
が
熊
野
詣
を
す

る
章
段

で
あ
る
が
、

そ
の
理

由

が
諸
本

に
よ

っ
て
違

っ
て
い
る
。

つ
ま

り

「
屋
代
本
」
(
巻
第
三

・
小
松
内

府
熊
野
参
詣
事
)
と

「覚

一
本
」
(
巻
三

・
醤
師
問
答
)
が

「
小
松

の
お
と

父
、

か
様

の
事
共

(
辻
風

の
占

い

・
筆
者
注
)
を
聞
給

て
、
よ
う
つ
御

心
ぽ

そ
う

や

お
も

は
れ
け
む
」
〈
醤
師
問
答

〉
と
辻
風

で
の
占
い
を
聞
く
こ
と

に

よ

っ
て
、

熊
野
詣

を
す

る
の
に
対
し
て

「
延
慶
本
」

「
盛
衰
記
」
は
辻
風

で
の
占

い
を
聞

く
以
前

に
、
重
盛
自
身

の
夢
想

に
よ

っ
て
熊
野
詣

を
す
る

の
で
あ

る
。

 
詳

し
く
言
え
ぽ

「
延
慶
本
」

の
熊
野
詣
は
、
そ

の
本
文
に
よ
り
六
月
十
三
日

以
前

で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
り
、
辻
風
以
前

に
あ
た
る
。

ま
た

「盛
衰

記
」
も

〈
旋
風
事
〉

の
前

に

〈
小
松
殿
夢
同
熊
野
詣
事
〉
が
配
列

さ

れ

て

お

り
、
そ

こ
に

「
同
き
年

(治

承
三
年

・
筆
者

注
)

五
月
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
同

様

に
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
両
者
は
、
熊
野
詣
を
す
る
理
由

を
重

盛
自
身

の
夢
想

に
よ
る
も

の
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は

「
延
慶
本
」

の

〈
小
松

殿
熊
野
詣

ノ
由
來

事
〉
に

 
 
抑
此
大
臣

ノ
熊
野
参
詣

ノ
由
來

ヲ
尋

レ

ハ
夢
故
ト

ソ
聞

ヘ
シ
去

三
月
三
日

 
 
夜

ノ
夢

二

と
あ
り
、
ま
た

「
盛
衰
記
」

で
も
同
様

の
記
事
が
あ
る

こ
と
か
ら
知

ら
れ
る
の

で
あ

る
。
(
因
み
に
、
重

盛
の
夢
想

の
記
事

は

「
覚

一
本
」
〈
無
文

〉
に
も

み
ら

れ
、
重
盛

の
予
言
者
的
性
質

が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ

の
夢
想

に
よ

っ
て
熊
野

詣

を
す

る
の
で
は
な
く
、
辻
風

の
記
事
に
よ

っ
て
す
る

の

で

あ

る
。
従

っ
て

「
覚

一
本
」

で
は
、
辻
風
と
重
盛
死
去
と

の
連
関
性
が
か
え

っ
て
希
薄

に
な

っ

て
い
る
と
考
え

ら
れ

る
。
)

 

以
上

の
如
く

「
延
慶
本
」
「
盛
衰
記
」
「
覚

一
本
」
は
重
盛

の
夢
想

に
予
言
者

的
性
質
が

み
ら
れ
、
特

に
前

の
二
本

は
、
熊
野
詣

と
関
連
づ
け
ら
れ
て

お
り
そ

の
性
質
が
効
果
的

に
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
辻
風

の
記
事
で

の

予
言
的
性
質
と
あ
わ

せ
て

「
延
慶
本
」
 
「
盛
衰
記
」
は
予
言
的
性
質
が
強

い
と

考
え
ら
れ
る
。

 

と
こ
ろ
で
、

こ
の
二
本
を
比
較

し
た
場
合

「
延
慶
本
」

で
は
〈
辻
風
荒
吹
事
〉

一22一



の
後

に
重
盛
死
去
と

い
う
蘇
件
が
展
開
し
て
い
く

の
に
対

し
て

「
盛
衰

記
」

で

は
違

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

〈
辻
風
事

〉
の
前

に

〈
小
松
殿
夢
同
熊
野
詣
事

〉

が
配

さ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
こ
と

か
ら
辻
風
の
記
事
に
か
か
る

予
言
的
性
質

の
比
重

の
違

い
が
生
じ
る
わ
け
で
あ
り
、
配
列

上
、
辻
風

の
記
事

と
重
盛
死
去
と

の
連
関

を
最
も
効
果
的
に
な
し
て
い
る

の
は
、
そ

の
比
重

の
強

い

「
延
慶
本
」

の
方

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方

「
盛
衰
記
」
は
熊
野
詣

の

記
事

を
先

に
配
列
す
る

こ
と
で
、
重
盛

の
予
言
老
的
性
質
を
よ
り
前
面

に
押
し

出
し
て

い
る
と
思
わ
れ

る
。

 

〈
小
松
殿
熊
野
詣
ノ
由
來
事
〉
は
前
述

し
た
重
盛
夢
想

の
こ
と
と
、
兼
康
も

同
じ
夢
を
見
た
と
い
う
記
事

か
ら
成

っ
て
い
る
。

 
 
 
 
(11
)

 
諸
本

で
は

「
覚

一
本
」
〈
無
文
〉
・
「
盛
衰

記
」
〈
小
松
殿
夢
同
熊
野
詣
事
〉
が

「
延
慶
本
」
と
同
様
、

重
盛
が
夢
想
し
た
と
同
じ
夢
を
兼
康
も
見
た
と
し
て
兼

康

が
重
盛

の
所

に
報
告
に
く
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
時

の
重
盛
に
違

い
が
み
ら

れ
る
。
す

な
わ
ち

「
延
慶
本
」
は
、
源
大
夫
判
官
李
貞
が

「
兼
康

力
上

二
申
入

ヘ
キ
子
細

ノ
候
ト
テ
参
テ
候
」
と
重
盛

に
言
う
と

「
大
臣
聞
給

テ

哀

レ

妹

尾

(
兼
康

・
筆
者
注
)

ハ
此
夢

ヲ
ミ
タ
ル

コ
サ
ム
ナ
レ
ト
思
食

」
す

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
兼
康

の
話
を
聞
く
以
前

に
重
盛
は
、

そ
の
内
容
を
予
知

し
て
い
た
と

い
う

こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は

「
盛
衰
記
」

の
場
合
も
大
体
同

じ
で
あ

る
。
そ
れ

に
対
し
て

「覚

一
本
」
で
は

 
 

さ
て
兼
康
見
た
り
け
る
夢
の
や
う
を
、
始

よ
り
終
ま
で
く
は
し
う
語
り
申

 
 

け
る
が
、

お
と

父
の
御
覧

じ
た
り
け
る
御
夢

に
す

こ
し
も

た
が
は
ず
。
さ

 
 

て
こ
そ
、
瀬
尾
太
郎
兼
康
を
ぽ

「
神

に
も
通
じ
た
る
物
に
て
あ
り
け
り
」

 
 

と
、

お
と

y
も
感
じ
給
ひ
け
れ
。

と

い
う
よ
う
に
重
盛

は
、
兼
康

の
夢
の
話

を
予
知
せ
ず
、
兼
康
に
予
言
者
的
性

質
が
あ
る
こ
と
を
逆

に
知

る
の
で
あ
る
。

 

以
上

の
こ
と
か
ら

「
延
慶
本
」
 
「
盛
衰
記
」

の
重
盛
は

「覚

一
本
」

の
そ
れ

よ
り
も
予
言
者
的
性
質
が
強

い
と

い
え
よ
う
。

 

〈
小

松
殿
大
國

ニ
テ
善

ヲ
修

シ
給
事
〉
は
、
重

盛
が
後
世

の
た
め
に
黄
金

二

千
三
百
両
を
宋
国

に
送
り
田
地
を
買

っ
て
育

王
山

に
寄
進
す
る

と

い

う

内
容

で
、

こ
こ
に
は

「
惣
テ
此
大
臣

ハ
吾
朝

ノ
神

明
佛
陀

二
財

ヲ
投
給

ノ
ミ

ニ
非

ス

異
朝

ノ
佛
法

ニ
モ
帰

シ
奉

ラ

レ
ケ
リ
」
と
あ
る
よ
う

に
仏
法
に
帰
依
す
る
重
盛

が
描
か
れ
て
い
る
。
尚
、
こ
の
章
段
は

「
四
部
本
」
(
巻
第
三

・
金
渡
)
「
盛
衰

記
」
〈
育
王
山
送
レ
金
事
〉

・
「
覚

一
本
」
〈
金
渡

〉
に
み
ら
れ
る
が
、
内
容

に
大

き

な
異
同
は
な

い
。

 

ま
た

「
延
慶
本
」
に
は
な

い
章
段
と
し
て

「
盛
衰
記
」
に

〈
燈
櫨
大
臣
事
〉

・
〈経
俊

入
一一
二
布
引
滝

一事
〉
、 

「
覚

一
本
」

に

〈
燈
櫨
之
沙
汰
〉
が
あ
る
。

こ

れ
ら
は
、
重
盛

の
理
想
者
的
性
質
を
描

い
て
い
る
が
後

に
増
補
さ
れ
た
章
段
と

し
て
考

え
ら
れ
て

い
る
。

 
以
上

〈
辻
風
荒
吹
事
〉
と
重
盛
死
去
と

の
連
関
性
、
並
び

に
、

一
連

の
重
盛

説
話
に

つ
い
て
考
察
を
加
え
た
Q
そ

の
結
果
と
し
て
次

の
よ
う

に
ま
と

め
る

こ

と
が
で
き

よ
う
。

 
①

辻
風
の
記
事
を
前

兆
と
し
て
、
重
盛
死
去

を
記
す
と

い
う
連
関
性
は
諸
本

 
 
に
み
ら
れ

「
増
補
系
」

(「
盛
衰
記
」

「
長
門
本
」

「
延
慶
本
」
)

で
は
そ
れ

 
 
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
中

で
も

「
延
慶

本
」

は
最
も
効
果
的

に
関
連
づ
け

 
 
ら
れ

て
い
る
。

 
②

「
延
慶
本
」

「
盛
衰
記
」

は
予
言
的
性
質
が
強
く

み
ら
れ
、
特

に

「
盛
衰

 
 
記
」

で
は
重
盛

の
予
言
者
的
性
質

の
強
調
と
同
時
に
、
よ
り

一
層

の
理
想

 
 
化
も
図

ら
れ

て
い
る
。
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〈大
地
震
事
〉
と
泰
親

 
次
に

〈
大
地
震
事
〉
と
清
盛
ク
ー
デ

タ
ー
事
件
と
の
連
関
性

を
考
察
す
る
。

ま
ず
、
諸
本
間
で

の
地
震

の
記
事

の
有
無
、
及
び
章
立

て
の
仕
方

に

つ
い
て
み

る
と
、

こ
の
章
段
は

「
延
慶
本
」

「
四
部
本
」

「
盛
衰

記
」

「
屋
代
本
」

「
覚

一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
(12
)

本
」
に
認

め
ら
れ
る
。
そ

の
中
で

「
屋
代
本
」
に
は

〈
七
月
七
日
大
地
震
事
〉

の
前
に

〈
小
督
局
事
〉
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
人

ノ
心

モ
替

リ
不
思

議

ノ

事

多

シ
」
と
し
て
清
盛
専
横

の
こ
と
を
記

し
た
章
段
で
、

こ
の

こ

と

か

ら

「
屋
代

本
」
で
は
、
清
盛
ク
ー
デ

タ
ー
の
前
兆
と
し

て
の
地
震
以
外

に
清

盛
自
身

の
悪

行
を
記
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き

よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
同
時

に
、
地
震

↓
清
盛
ク
ー
デ

タ
ー
と
い
う
連
関
性

を
希
薄

に
し
て

い
る
と
も
考

え
ら
れ
る
。

ま
た

「覚

一
本
」
で
は

〈
法
印
問
答
〉

の
前
半
部
に
地
震

の
記
事

を
配

し
て

お

り
そ
れ
だ
け
を

一
つ
の
章
と
し
て
は
立

て
て

い
な

い
。

こ
れ
に
対

し
て

「
盛
衰

記
」
に
は

〈
大
地
震
事
〉

の
前

に

〈
将
軍
塚
鳴
動
事

〉
が
あ

る
。

そ

の

内

容

は
、
将
軍
塚
が
三
度
鳴
動
し
て
国
中

に
伝
わ

っ
た
と
い
う
も

の
で
、
諸
本
で
は

他
に

「
延
慶
本
」

の

〈
大
地
震
事
〉

に
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
地
震

の
記
述
も
詳

細
で
あ
り
、
以
上
の
こ
と
か
ら

「
延
慶
本
」
 
「
盛
衰
記
」

は

「
語
り
系
」
等
に

比
べ
て
天
変
地
異
を
強
調
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

 
次
に
地
震

の
記
事

の
内
容
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
前
述

し
た
よ
う

に
地

震

の
記
事
は

「
長
門
本
」
を
除
く
諸
本
に
あ
り
、

同
時

に
清
盛

ク
ー
デ

タ
ー
事

件
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
連
関

を
作

り
出
す
役
割
を
す
る

の
が
、
陰
陽
師

・
安
倍
泰
親
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
 

「延
慶
本
」

で
は
七
日

の

地
震

の
後

「
八
日
早

旦

二
陰
陽
頭
泰
親
院
御
所

へ
馳
参

テ
申

ケ
ル

ハ
去
夜

ノ
戊

時

ノ
大
地
震

ナ
ノ

メ
ナ
ラ
ス
重
ク
見
候
」
と
予
言
を
す

る
。
そ
れ

に
対
し
て
法

皇
が

「
天
変
地
異

ハ
常

ノ
事
ナ
リ
然
而
今

度
ノ
地
震
強

二
泰
親

力
騒
申

ハ
殊

ナ

ル
勘
文

ノ
ア
ル
カ
」
と
尋
ね
る
と
、
泰
親
は

「
占
文
」
を
挙
げ

「
佛
法
王
法
共

二
傾

キ
世

ハ
只
今

二
失
候

ナ
ム
ス
コ

ハ
イ
カ

ニ
仕
候

ハ
ム
ス

ル
以
外
火
急

二
見

候

ソ
ヤ
」
と
答
え
、

は
ら
は
ら
と
泣

く
の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
泰
親

の
予
言

に
よ

っ
て
、
そ

の
後

の
事
件
と
の
関
連
が

つ
け
ら
れ

る
わ
け

で
あ

る
が
、

こ
の

予
言
に
対
す
る
周
囲
の
反
応
が
諸

本
に
よ

っ
て
異
な

っ
て

い
る
。
ま
ず

「
延
慶

本
」
で
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

①

 
 
傳
秦

ノ
人

モ
淺
猿
思
ケ
リ
君

モ
叡

慮

ヲ
驚

シ
オ

ハ
シ
マ
ス
仏
家

ニ
モ
院
中

 
 

ニ
モ
御
祈
被
始
ケ
リ
サ

レ
ト
モ
君

モ
臣

モ
サ

シ
モ
ヤ

ハ
ト
思
食

ケ
リ
若
殿

 
 
上
人
ナ
ム
ト

ハ
ケ

シ
カ
ラ
ヌ
陰
陽
頭

力
泣
様
カ
ナ
サ
シ

モ
何
事

カ

バ
有

ヘ

 
 
キ

ナ
ム
ト
申

ア

ハ
レ
ケ

ル
ポ
ト

ニ

(
傍
線
筆
者
記
す
。
以
下
同
)

と
あ
る
。

つ
ま
り
、
①

の
如
く
泰
親

の
予
言
を
大
部
分

の
人

々
が
肯
定

し
祈
疇

を
始

め
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て

「
盛
衰
記
」
で
は

 
 
公
卿
愈
議
有
て
、
泰
親
御
前

に
し
て
荒
言
を
吐
き

、

叡
慮
を
奉
る
二
申
驚

一

 
 
條
奇
怪
也

、
遠
は
七
箇

日
御
大
事
た
る
由
、
占

文
其
敷
な
き

上
は
、
速
に

 
 
土
佐

の
畑

へ
可
レ
被
二流
罪

一
せ
と
定
め
ら
れ

と
し
て
泰
親

の
予
言
を
強

く
否
定
す
る
。
ま
た

「
四
部
本
」

で
は
、 
「
御
祈
始

被
レ
行
之

程
」

と
祈
疇
は
行
な

わ
れ
る
が

「延
慶
本
」

の
よ
う
に
す
ぐ
に

で

は

な
く
、
泰

親
の
二
度

に
わ
た
る
予
言

に
よ

っ
て
や

っ
と
な
さ
れ

る
の
で
あ
り
、

「
屋
代
本
」

「覚

一
本
」
で
は
①

の

一
節
が
な

い
の
で
あ

る
Q

そ

し

て

「
語
り

系
」
で
は
、
わ
か
き
殿
上
人

の
評
と

し
て
「
『
け
し
か
ら
ぬ
泰
親
が
今

の
泣
や
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②

や
、
何
事

の
有

べ
き
』
と
て
わ
ら
ひ
あ
は
れ
け
り
」
と
記
し
た
後

 

②

 
 
さ
れ
共
、
此
泰
親
は
晴
明

五
代

の
苗
喬
を
う
け
て
天
文
は
淵

源

を

き

は

 
 
め
、
推
条
掌

を
さ
す
が
如

し
。

一
事
も
た
が
は
ざ
り
け
れ
ぽ
、
さ
す

の
御

 
 
子
と
そ
申

け
る
。

い
か
つ
ち
の
落

か

エ
り
た
り
し
か
共
、
雷

火

の
為

に
狩

 
 
衣
の
袖
は
焼
な
が
ら
、
其
身
は

つ
Σ
が
も
な
か
り
け
り
。
上
代

に
も
末
代
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に
も
、
有
が
た

か
り
し
泰
親
也
。

と
賞
讃
す

る
形
を
と

っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
場
合

の
賞
讃
は
、
地
震
に
関
す

る
泰
親

の
予
言
力
に
対

し
て
で
は
な
く
、
単
に
陰
陽
師
泰
親

に
対
す

る
知
識
と

し
て
の
賞
讃
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
②

の
記
述

か
ら
考
え
ら
れ
る
の
で

あ

る
。

 
以
上

の
如

く
、
泰
親

の
予
言
は
、
そ
れ
に
対
す

る
反
応

か
ら

「延
慶
本
」
が

最
も
効
果
的
に
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
す
で
に
み
た
章
立
て

や
配
列
と

の
関

わ
り
か
ら
、
地
震
↓
清
盛
ク
ー
デ

タ
ー
と

い
う
連
関

は

「
延
慶

本
」
が
最
も
効
果
的

に
な
さ
れ
て

い
る
と
考
察

さ
れ

る
。

 
と

こ
ろ
で
、
清

盛
ク
ー
デ

タ
!
関
係
記
事

の
後
、
平
家
諸
本
に
は
あ
ら
た
め

て
、
地
震
を
清

盛
ク
ー
デ

タ
ー
事
件

の
前
兆
と
し
て
捉
え
た

一
節
が
あ

る
。
す

な
わ
ち

「
延
慶
本
」

で
は

〈
法
皇

ヲ
鳥
羽

へ
押
籠
奉

ル
事
〉
で

 
 
去
七
日
大
地
震

バ
カ
Σ
ル
淺
猿
キ
事

ノ
有

ヘ
カ
リ
ケ
ル
前
表
ナ
リ
ー

◎

と
あ

り
、
更

に

「
陰
陽
頭
泰
親
朝
臣
馳
参
テ
泣

々
奏
聞

シ
ケ
ル
モ
理

ナ
リ
ケ
リ

彼
泰
親
朝
臣

ハ
」
以
下
前
述
し
た

「
語
り
系
」

と
同

じ
泰
親
賞
讃

の
文
章
が

つ

づ
く

の
で
あ
る
。
(
以
上

を
⑤

と
す
る
。
)
 
「
延
慶
本
」

の
こ
の
賞
讃

は
、
地
震

に
関
す

る
泰
親

の
予
言
に
対
し

て
の
そ
れ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
泰
親
は
他

の

諸
本

に
比
べ
て
重
要

な
位
置
を
占
め
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

 
他

の
諸
本
を
み
る
と

「
屋
代
本
」
 
「
覚

一
本
」

で
は
⑥
が
、 

「
盛
衰
記
」
で

は
@

・
⑤
が
同
様
に
あ
る
が
前
述
し
た
如
く
、
前
者

は
地
震

の
予
言
を
賞
讃
し

て
い
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
後
者
も

一
度
そ

の
予
言
を
否
定

し
て
お
り
、 
「
延
慶

本
」

の
泰
親

の
よ
う
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
は
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、

地
震

の
記
事

の
な
か

っ
た

「
長
門
本
」
は
、

こ
こ
で
初

め
て
七
日

の
地
震

が
前

兆
だ

っ
た

こ
と
を
記
し
泰
親

を
賞
讃
す
る
。
更

に
泰
親
が
落
雷

に
あ
う
も

死
な
な
か

っ
た
と

し
て
他
諸
本
に
比
べ
て
長

い
話
を

つ
づ
け
、

こ
の
こ
と
を
聞

い
た
法
皇
に

「
泰
親
は
た

呈
も

の
に
非
ず

」
と
言
わ
せ
る

の

で

あ

る
。
し
か

し
、

こ
の
部
分
を
認

め
る
と
し
て
も
、
他
諸
本

の
よ
う
な
地
震

と
清
盛

ク
ー
デ

タ
!
事
件
と

の
連
関
性
は
極
め
て
希
薄

で
あ

る
と

い
え
よ
う
Q

 
以
上

〈
大
地
震
事
〉
と
清

盛
ク
ー
デ

タ
ー
事
件
と

の
連
関
性

に

つ
い
て
考
察

を
加

え
た
。
そ

の
結
果
と
し
て
次

の
よ
う
に
ま
と

め
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

 
①

地
震

の
記
事
を
前
兆
と
し
て
、
清

盛
ク
ー
デ
タ
ー
事
件
を
記
す
と
い
う
連

 
 
関

は

一
応
諸
本
に
み
ら
れ

「
延
慶
本
」

は
最
も
効
果
的
に
関
連
づ
け
ら
れ

 
 
て
い
る
。

②
陰
陽
師
泰
親

の
予
言
に
よ

っ
て
、

こ
の
関
連
が

つ
け
ら
れ
る

の

で

あ

り

 
 

「
延
慶
本
」

で
は
そ
の
予

言
は
強
調

・
賞
讃
さ
れ
て
お
り
、
泰
親

は
重
要

 
 
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
考

え
ら
れ

る
。

 

『
平
家
物
語
』

に
お
け
る
天
変
地
異
と
歴
史
的
事
件
と

の
連
関

に

つ

い

て

〈
辻
風
荒
吹
事
〉
 
〈
大
地
震
事
〉

の
二
章
段
を
と
り
あ
げ
て
考
察
を
加

え
た
。

そ

の
結
果

「
延
慶
本
」
に
そ

の
連
関
性
が
効
果
的

に
認
め
ら
れ
た

の
で
あ

る
。

そ
し
て
そ

の
要
因
と
し
て
は
次

の
ご
つ
が
挙
げ

ら
れ

よ
う
。
す

な

わ

ち

一
っ

は
、
配
列

・
章
立
て

の
仕
方

で
あ

り
、

一
つ
は
陰
陽
師

(
泰
親
)

の
描

か
れ
方

で
あ

る
。
そ
し
て
特
に
後

者

の
描
か
れ
方

に

つ
い
て
は

「
延
慶

本
」

の
性
質
を

考

え
て
い
く
上

で
検
討
さ
れ
る
べ
き

こ
と

で
あ
る
と
思
う
が
、

こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
ま
と
ま

っ
た
論
は
み

つ
け
ら
れ
な
い
。
そ

こ
で
次
に

「延
慶

本
」

の
泰
親

に

つ
い
て
、
諸
本
と

の
比
較
検

討
を
行

な
い
今
後

の
足
が
か
り
と
し
て
お
き
た

い
。

「
延
慶
本
」
の
泰
親

一25一



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(13
)

 
す

で
に
言
わ
れ
て

い
る
よ
う

に
院
政
期

の
陰
陽
道
は
、

め
ま
ぐ
る
し

い
政
局

の
推
移
と
た
び
重
な
る
天
災
、
更

に
未
法
思
想

に
よ
る
社
会

不
安
を
背
景
と
し

そ

の
関
心
が

一
段
と
高

め
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
時
代
に
は
、

阿

倍

・
賀
茂
両
家

に
よ
る
独
占
世
襲
化
が
な
さ
れ
て
お
り
、
陰
陽
博
士
は
両
家

ほ

ぼ
対
等
に
任
じ
、
暦
博
士
は
賀
茂
氏
独
占
、
天
文
博

士
は
ほ
と

ん
ど
安
倍
氏
が

占
め
、
陰
陽
道
は
賀
茂
氏
の
独
占
体
制

に
あ

っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た

中

で
阿
倍
氏
と
し
て
久
し
ぶ

り
に
頭

に
任
ぜ
ら
れ
た
の
が
泰
親

で
あ
る
。
泰
親

は
陰
陽
道
泰
長

の
子
で
、
晴
明

か
ら
五
代

の
未
喬
に
当

た
り
、
そ

の
占
験

の
ほ

ど
は

『
玉
葉
』

に
も
し
ぼ
し
ぽ
記
さ
れ
て

い
る
Q

ま
た
、
説
話

の

世

界

で

は

『
続
古
事
談
』
第
五

・
諸
道

の
中

に

「
祇
園
社
焼
失

(久
安

四
)

ノ
御
時
…
…

泰
親
ウ
ラ
ナ
ヒ
申
テ
云
ク
。

六
月
壬
癸
日
。
内
裏

焼
亡
ア

ル
ベ
シ
」
と
あ
り
、

そ
れ
が
当
た
る
と

「
ウ
ラ

バ
十

ニ
シ
テ
七

ア
タ

ル
ヲ
神

ト
ス
。
泰
神

ガ
ウ
ラ

バ

七

ア
タ
ル
。
上
古

ニ
ハ
ヂ
ズ

ト
ゾ
鳥
羽
院
仰
ラ

レ
ケ

ル
」
と
そ

の
占
験

の
程
が

言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
さ

て

「延
慶
本
」

に
お
け
る
泰
親

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

ま
ず
泰
親

の
登
場

す
る
章
段
名

を
挙
げ
る
と

〈
中
宮
御
産
有
事
〉
〈
大
地
震
事
〉
〈
鳥
羽
殿

ニ
イ
タ

チ
走
廻
事
〉
〈
太
政
入
道
他
界
事

・
付
様

ノ
惟
異
共
有
事
〉
〈
新
帝
可
奉
定
之
由

評
議
事
〉
と

な
る
。

 

〈
中
宮
御
産
有
事
〉
は
言
仁
親
王

(
安
徳
天
皇
)
誕

生
と
御
産

に
関
し
て

の

珍
事

(
時
晴
の
失
敗
潭
等
)
が
記
さ
れ

て
お
り
、
そ

の
中

に

 
 
泰
親

バ
カ
リ
ソ
御
産
只
今

也
皇
子

ニ
テ
渡

セ
給

ヘ
シ
ト
占
申

タ
リ

と
あ
り
、
そ
れ
が
見
事

に
的
中

し
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
諸
本

で
は
「
四
部
本
」

「
長
門
本
」
「
盛
衰
記
」

に
同
様

に
み
ら
れ

「
長
門
本
」

で
は
更

に
泰
親
と
時
晴

の
術
比
べ
諌
が
捜
入
さ
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
で
こ
う
し
た
術

比
べ
諏
は

『
月
刈

藻
集
』
に
も

み
ら
れ
、
そ
こ
で
は
晴
明
と
播
摩
国

の
道

摩
が
長
持

の
中
身
を
当

て
る
と

い
う
話
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
話

で
は
両
者
互
い
に
譲

ら
ず
、
最
後

に

晴
明
が
呪
力

で
中
身
を
別
の
品

に
変
え

て
勝
利
を
収
め
る
の
で
あ

る
Q
 
「
長
門

本
」

で
の
話
は

こ
れ
と
類
似

し
て
い
る
が
、
そ

こ
に
登
場
す

る
の
は
晴
明

・
道

摩
で
は
な
く
、
泰
親

・
時
晴

と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
話
が
何
故

こ
こ
に
捜

入
さ

れ
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
は
今
後

の
課
題
と
し
た

い
が
、
 
『
平
家
物
語
』

の
世

界

で
は
、
陰
陽
道

の
中

で
泰
親
が
時
に
秀
れ
た
人
物

と
し
て
描

か
れ

て
い
る
と

い
う

こ
と
は
こ
の
こ
と

か
ら
も
言
え
よ
う
。

 

〈
鳥
羽
殿

ニ
イ
タ
チ
走
廻
事
〉
は
、
御
所

で
多
く

の
い
た
ち
が

騒

い

だ

の

を
、
法
皇
が
泰
親

に
占

わ
せ
る
と

「
三
日

ノ
間

二
悦

ヒ

ト

奏

聞

ス
」
と
予
言

し
、
院
が
ま
も

な
く
鳥
羽
殿

で
の
幽
閉
の
状
態

か
ら
脱
却
す
る
と

い
う
吉
事
に

結
び

つ
け
て

い
る
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
が
実

現
し
た
と
し
て
泰
親
は

「
イ
ミ
シ

カ
リ
ケ
ル
巫
哉
」

と
賞
讃
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
れ

に

対

し

て

「
覚

一
本
」

「
盛
衰
記
」
が
、

い
た
ち
の
出
現
を

「
吉
事
と
凶
事
」

の
予
兆

と
し
、

こ
の
後

に
展
開
す
る
以
仁
王
の
謀
叛
事
件

の
伏
線
と
し
て
描

い
て
い
る
こ
と

は
言

わ
れ

 

(14
)

て
い
る
。
し
か
し
泰
親

へ
の
賞
讃
は
み
ら
れ
ず
、

こ
の
こ
と

か
ら
〈
大
地
震
事
〉

の
と

こ
ろ
と
同
様

に

「
延
慶
本
」
は
泰
親
の
予
言

を
賞
讃
し

て
お
り
、
そ

の
結

果
泰
親
の
存
在
を
比
較
的
意
識
す
る
1

重
要
な
位
置
を
占
め
る
1

傾
向
に

あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

「
長
門
本
」

で
は
吉
事
が
泰
親

に
よ

っ
て
予
言
さ
れ

る
が
、
そ
れ
に
対
す

る
賞
償
は
み
ら
れ
な
い
。

 
と

こ
ろ
で

「
四
部
本
」

で
は
、

い
た
ち

の
出
現

の
こ
と
や
泰
親

の
予
言

の
こ

と
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
の
こ
と
か
ら
他
諸

本
と
の
先
後
関
係
が
論
じ
ら
れ

 
 
 
 
 
 

(15
)

て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
れ
に

つ
い
て
の
言
及
は
し

な
い
が
、
今
ま

で
み
て
き
た
如
く

「
延
慶
本
」
「
覚

一
本
」
「
盛
衰

記
」

に
は
、
霊
験
諏
と
そ
れ

を
予
兆
す
る
人
物

(
こ
の
場
合
は
泰
親
)
を
物
語

の
中

に
位
置
づ
け

よ
う
と
す

る
意
識
が
明
確

に
み
て
と
れ
る

の
で
あ

る
。
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〈
新
帝
可
奉
定
之
由
評
議
事
〉
は

「
泰

親

二
日
次

ヲ
御
尋
ア
リ
ケ

レ
ハ
」
と

新
帝

の
御
位

の
日
次

を
泰
親

に
占
わ
せ
る

の
で
あ
り
、
諸
本

で
は

こ
の
泰
親

の

占

い
は

「
長
門
本
」

に
だ
け
あ
る
。

 
以
上
の
如
く
、
泰
親

の
記
事
は

「増
補
系
」

に
多
く

み
ら
れ
、
特

に

「
延
慶

本
」
で
は
歴
史
的
事
件
と

の
連
関
性

を
高

め
る
上

で
泰
親

の
予
言
力
が
賞
讃
さ

れ
、
重
要
な
位
置

を
占

め
て

い
る
と
考

え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
か
え
て
ー

の
重
盛

・
文
覚
ー

「
延
慶
本
」

 

「
延
慶
本
」

に
お
い
て
、
天
変
地
異
と
そ

の
後
に
展
開
す

る
歴
史
的
事
件

と

の
連
関
性
は
諸
本

の
中

で
最
も
効
果
的

に
な
さ
れ
て

お
り
、

そ
の
役
割
を
負

っ

た
陰
陽
師

(泰
親
)
が
重
要

な
位
置
を
占

め
て

い
る

こ
と
を
考
察

し
た
。

 

と
こ
ろ
で

「
延
慶
本
」
で
は
泰
親

の
よ
う
な
予
言
者
的
性
質

(
不
思
議

の
能

力
)

を
持

っ
た
人
物
は
、
そ
の
造
型

の
さ
れ
方
が
他
諸
本

(特

に

「
語
り
系
」
)

に
比
べ
て
違

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
そ
う
し
た
人
物
と
し
て
は
重
盛

と
文
覚
が
挙
げ

ら
れ
る

の
で
あ

る
。
そ

こ
で
最
後

に

「
延
慶

本
」
と

「
覚

一
本
」

に
お
け
る
両
者

の
造
型

の
さ
れ
方

の
違

い
を
検
討
す
る

こ
と
で

「
延
慶
本
」

の

性
質

に
つ
い
て
若
干

の
考
察

を
加
え

て
お
き
た

い
。

 

ま
ず
重
盛
に

つ
い
て
は

『
平
家
物
語
』

に
お
い
て
理
想
的

人
物

と
し
て
造
型

さ
れ

て
お
り
、
そ

の
理
想
化
が

「
覚

一
本
」

に
お
い
て

一
層
推

し
進

め
ら
れ
て

 
 
 
 

 
 
 
 
 

(16
)

い
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
そ

の
理
想
的
側
面
は
王
法
仏
法
を
擁
護

す

る
人
物
と
し
て
、
清

盛
と
の
対
照

の
上

に
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、

一

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(17
)

方

で
は
運
命

の
予
言
者
と
し
て
の
側
面
も
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

 

と
こ
ろ
で

「延
慶
本
」
と

「覚

一
本
」
と

の
予
言
老
的
側
面
を
比
較
し
た
場

合
、
す

で
に

〈
辻
風
荒
吹
事
〉
で
論
じ
た
如
く
、
前
者

に
最
も
強
く
そ
の
側
面

が

み
ら
れ
る

の
に
対

し
て
、
後
者

で
は
そ
う
し
た
側
面
よ
り
も
む
し

ろ
、
清
盛

に
対
す

る
儒
仏

の
具
現
者

と
し
て
の
重
盛
像

の
方
が
よ
り
強
調

さ
れ

て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち

「
延
慶
本
」

は
個
個

の
歴
史
的
事
件
と
そ

の
前
兆
と
し

て
の
天
変
地
異

・
霊
験
諏
が
有
機
的
な
連
関
性
を
保
持

し
て
い
る
た

め
、
そ
れ

ぞ
れ
が
集
約
的

に
連
続
し

て
描

か
れ

る
の
で
あ
り
、
同
時

に
そ

こ
で
は
そ

の
予

言
者

の
不
思
議

の
能
力
も
集
約

・
強
調
さ
れ
る

の
で
あ

る
。
そ
れ

に

対

し

て

「
覚

一
本
」
は
、
そ
う
し
た
集
約
的
な
個
個

の
歴
史

的
事
件
が
、
平
家
興
亡
史

と

い
う

一
つ
の
長

い
因
果
観
的
な
論
理
に
よ

っ
て
統

一
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、

必
然
的
に
予
言
者
的
側
面
よ
り
も

、
清

盛
に
対

す
る
王
法
仏
法
擁
護

者
と
し
て

の
側
面
の
方
が
強
調
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
以

上

の
こ
と

は
次

の
文
覚

に
つ
い
て
も
同
様

に
考
え

ら
れ

る
。
す

な
わ
ち

「
延
慶

本
」

に
お

け
る
文
覚
は
、
伊
豆
配
流

の
途
中

の
あ

り
さ
ま
が
詳
述
さ
れ
、
霊

験
に
即
し
て

頼
朝
に
謀
叛

を
促
す
人
物
と
し
て
の
不
思
議

の
能
力
が
集
約
的
に
連
続
し
て
描

か
れ
て
い
る
が

「
覚

一
本
」

で
は
そ
う

し
た
側

面
よ
り
も
、
平
氏

一
門
に
関

わ

る
人
物

と
し
て
六
代
助
命
に
奔
走

す
る
文
覚
像

に
重
点
が

お
か
れ
て

い
る
の
で

あ
る
。

 

以
上
の
如
く

「
覚

一
本
」
(
「
語
り
系

」
)
は
、
平
家
興
亡
史

を
因
果
的

な

論

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(18
)

理
に
よ

っ
て
統

一
し

て
い
く
と

い
う

一
面
を
も

っ
て
い
る
た
め
、
予
言
者
的
側

面

(
不
思
議

の
能
力
)
を
有
す
る
人
物

像
は
、

そ
の
特
徴
が
拡
散
さ
れ
弱
ま

っ

 

 
 
 
 
 

(19
)

て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て

「
延
慶
本
」

は
そ
う
し
た
個
個

の
人
物

像

を
集
約
的

に
描
く
た
め
、
そ
の
特
徴

が
強
調
さ

れ
る
の
で
あ
り
、
そ

こ
で
の

平
家
興

亡
史

は
、
そ

の
よ
う
に
強

調
さ
れ

た
説
話
群
が

つ
ら
ね

ら
れ

る
こ
と
に

よ

っ
て
形
成
さ
れ
て

い
る
と
考

え
ら
れ

る
の
で
あ

る
。
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注
-
 
生
形
貴
重

「平
家
物
語
に
お
け
る

「語
り
」
試
論
-

霊
験
諏

・
前
兆
を
め
ぐ

 
 

っ
て
ー

1
」

(「同
志
社
国
文
学
」
第
九
号
所
収
)
、
「
『平
家
物
語
』
・
そ
の
叙
述

の

 
 
基
層
ー

冥
衆

へ
の
視
線
と
モ
ノ
ガ
タ
リ
の
構
想
・延
慶
本
を
中
心
に
し
て
ー

」

 
 
(「日
本
文
学
」
第
三
十
巻
四
号
所
収
)

 
2
 
生
形
貴
重

「『平
家
物
語
』
・
そ
の
叙
述
の
基
層
ー

冥
衆

へ
の
視
線
と
モ
ノ
ガ

 
 
タ
リ
の
構
想

・
延
慶
本
を
中
心
に
し
て
ー

」

 

3
 
+n
典
研
究
会
刊
行

の
影
印
本

に
よ
る
。

 
4
 

慶
応
大
学
斯
道

文
庫
蔵

の
影
印
本
に
よ
る
。

 

5
 

国
書
刊
行
会
本

に
よ
る
。

 

6
 
有
朋
堂
文
庫
本

に
よ
る
。

 

7
 
角
川
書
店
刊

の
影
印
本
に
よ
る
。

 

8
 

日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。

 
9
 

「延
慶
本
」

「長
門
本
」
「盛
衰
記
」
で
は
治
承
三
年
六
月
十

四
日
、

「覚

一
本
」

 
 

で
は
同
年
五
月
十
二
日
、 

「屋
代
本
」

で
は
同
年
五
月
十
五
日

の
こ
と
と
し
て
い

 
 
る
。

 
10
 
信

太
周

「〃歴
史

そ
の
ま
ま
〃
と

"
歴
史

ば
な
れ
〃
」

(「文
学
」
三
四
巻
第
十

一

 
 
号
所
収
)

 
11
 

「屋
代
本
」

「四
部

本
」
に
は
こ
の
章
段
は
な

い
。
た
だ

し

「覚

一
本

」
と
共

に

 
 
「天
性

こ
の
お
と
ゴ
は
不
思
議

の
人
に
て
末
来

の
事
を
も
か
ね
て
悟
り
給

け

る

に

 
 
や
」

と
い
う

一
節
だ
け
は
み
ら
れ
る
。

 
12
 

本
文

で
は
他

の
諸
本

と
同
様
、

こ
の
地
震

は
十

一
月
七
日

に
起
き
た
こ
と
に
な

 
 

っ
て

い
る
。

 
13
 
村

山
修

一

「院
政
期

の
陰
陽
道
」
(
「史
林
」
五
三
巻

二
号
所
収
)

 
14
 

平
家
物
話
必
携

・馳

之
沙
汰

の
項
等

 
15
 
佐

々
木
八
郎

氏
は

「四
部
本
」

の
記
事
を

「覚

一
本
」

の
先
出
形
態

と
し
た
の

 
 
に
対
し
て
、
水

原

一
氏

は

「
四
部
本
」

の
記
事

は

「延
慶
本
」

の
ご
と
き
本

文
か

 
 
ら

の
略
述

で
あ
る
と
し
た
。

 
16
 

川
田
正
美

「
重
盛
像

の
造
型

と
変
貌
」

(「日
本

文
学
」
第
二
九
巻
十

一
号
所
収
)

 
17
 

こ
の
こ
と
は
、
重
盛

と
同
様

に
儒
仏

の
具
現
者

と
し
て
賞
讃
さ
れ
る
高
倉
帝

に

 
 
比
べ
て
、
重
盛

の
賞
讃

の
さ
れ
方
が
は
な
は
だ
し
く
勝

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
言
え

 
 

る
の
で
あ

る
。

 
18
 

こ

の
こ
と
は
佐
伯

真

一
氏

に
よ

っ
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
佐
伯
真

一

「平
家
物

 
 
語

の
因
果
観
的
構
想
」

(
「同
志
社
国
文
学
」
第
十
二
号
所
収
)

 
19
 

例

え
ば
、 

「延
慶
本
」

に
比
べ
て

「覚

】
本
」

で
は
、
兼

康
の
不
思
議

の
能
力

が
強
調
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
重
盛

の
予
言
者
的
側
面

は
拡
散

さ
れ
、

逆

に
弱

め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(〈
小
松
段
態

野
詣

ノ
由
來
事
〉

に
お

け
る
重

盛
と
兼
康
に
つ
い
て
は
ー

〈辻
風
荒
吹
事
〉
と
重
盛
説
話
ー

で
論
じ
た
。)
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